
４

□
(1)

長
い
年
月
を

費
や
す
。

□
(2)

配
布
さ
れ
た

資
料
に
目
を
通
す
。

□
(3)

会
費
を
は
ら
う
。

□
(4)

世
界
の
国
々
と

貿
易
す
る
。

□
(5)

貸
間
を
提
供
す
る
。

□
(6)

費
用
が
か
か
る
。

□
(7)

資
金
ぐ
り
に
苦
労
す
る
。

□
(8)

友
人
に
ノ
ー
ト
を

貸
す
。

⎣――⎡　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤⎣――⎡　

　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
⎦――⎤

次
の

―
線
部
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

貿

貸12
【

】
（
タ
イ
）

貸
家

貸
間

貸た
い

借

貸
間
を
提て
い

供き
ょ
う

す
る
。

貿12
【

】
ボ
ウ

貿
易

貿
易
風

世
界
の
国
々
と
貿
易
す
る
。

貝貝

貸

か
―
す

「
代
」
は
入
れ
替か

わ
る
こ
と
。
貝
が
つ

い
て
、
お
金
を
貸
す
こ
と
を
表
す
。

肉
を
二
つ
に
分
け
た
様
子
に
貝
で
、
交こ

う

換か
ん

す
る
こ
と
を
表
す
。

と
め
る

と
め
る

は
ね
る

は
ね
る 費

費12
【

】
ヒ

消
費

費
用

学
費

費
用
が
か
か
る
。

貝

（
つ
い
―
や
す
）

（
つ
い
―
え
る
）

ひ
も
が
し
ば
り
切
れ
な
い
こ
と
か
ら
打

ち
消
し
を
表
す
弗
に
、
貝
が
つ
い
て
、

む
だ
に
お
金
を
使
う
こ
と
を
表
す
。

は
ね
る

と
め
る

資

資13
【

】

資
金

資
料

資
格

配
布
さ
れ
た
資
料
に
目
を
通
す
。

シ

貝

「
次
」は
用
意
す
る
こ
と
。貝
が
つ
い
て
、

お
金
を
用
意
す
る
こ
と
を
表
す
。

と
め
る

は
ら
う

漢
字

【
部
首
】

画
数

読
み

練

習

筆　
　

順

字
の
成
り
立
ち

熟じ
ゅ
く

語ご

と
使
い
方

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

貸
・
費
・
貿
・
資

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

1

第

回
1

れ
替か貸

す

と
かい。

肉
を

換ん換換
す

費費と

Sa
mp
lee

a
pple
貸貸

pl
貸le貸貸貸plepplpleplplp eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeempp

SSaaSaSS
「
代
」
は

「
代
」
は

い
て
、
お

い
て
、

分
け
た
様

分
け
た

l貸lpl
め
るle

mmmmmpmpmpmpmpppppppppppmひもがしばり切
れ
な

ひ
も
が
し
ば
り

ち
消
し
を
表
す
弗
に
、
貝

ち
消
し
を
表
す
弗

む
だ
に
お
金
を
使
う
こ
と
を

お
金
を
使
う
こ



５

□
(8)

わ
が
家
は

シ
ョ
ク
ヒ
が
か
か
る
。

□
(9)

政
治
家
が

シ
サ
ン
を
公
開
す
る
。

□
(10)

辞
書
を

か
す
。

□
(11)

保
育
士
の

シ
カ
ク
を
持
つ
。

□
(12)

ガ
ク
ヒ
を
し
は
ら
う
。

□
(13)

シ
ホ
ン
主
義
に
つ
い
て
ま
な
ぶ
。

□
(14)

シ
ョ
ウ
ヒ
税
を
計
算
す
る
。

□
(15)

か
し
ホ
ン
や
の
主
人
。

□
(16)

百
円
ず
つ

カ
イ
ヒ
を
集
め
る
。

代
金
を
と
っ
て
ほ
ん
を
か
す
店

(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(16)

□
(1)

中
国
と
の

ボ
ウ
エ
キ
。

□
(2)

二
階
を
親
せ
き
に

ま
が
し
す
る
。

□
(3)

た
く
さ
ん
の

ブ
ッ
シ
を
輸ゆ

送そ
う

す
る
。

□
(4)

ボ
ウ
エ
キ
フ
ウ
が
ふ
く
。

□
(5)

旅
行
の

ヒ
ヨ
ウ
を
積
み
立
て
る
。

□
(6)

備
品
の

か
し
借
り
を
す
る
。

□
(7)

法
人
設
立
に

シ
ュ
ッ
シ
す
る
。

代
金
を
と
っ
て
部
屋
を

か
す
こ
と

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)

次
の

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
も
ひ
ら

が
な
で
正
し
く
送
り
な
さ
い
。

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

貸
・
費
・
貿
・
資

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

2

第

回
1

□

ク

主

を
計

や
の

っ
て
ほ
ん

送
り
が
な
も
ひ
ら

Sa
mp
le

mp
Sa

□□
(12)(

□□
(13)(1

シ
ホ
シ

□
(14)(

シ
ョ
ウ
ヒ

シ
ョ
ウ

epplmpmmmm



６

□
(1)

私し

財
を
投
じ
ビ
ル
を
建
て
る
。

□
(2)

徒
競
走
で

入
賞
す
る
。

□
(3)

質
素
な
暮く

ら
し
を
心
が
け
る
。

□
(4)

世
界
か
ら

賞
賛
を
浴
び
る
作
品
。

□
(5)

父
の

財
産
を
受
け
つ
ぐ
。

□
(6)

賛
成
に
一
票
を
投
じ
る
。

□
(7)

賞
品
を
受
け
取
る
。

□
(8)

お
だ
や
か
な

性
質
の
動
物
。

⎣――⎡　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

次
の

―
線
部
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

賛質財

15
【

】
サ
ン

貝15
【

】
シ
ツ

（
シ
チ
）

（
チ
）

10
【

】
ザ
イ

（
サ
イ
）

貝

賛
成

絶
賛

賛
美
歌

賛
成
に
一
票
を
投
じ
る
。

性
質

質
素

質
問

お
だ
や
か
な
性
質
の
持
ち
主
。

財
産

文
化
財

家
財

父
の
財
産
を
受
け
つ
ぐ
。

賛質財

宝た
か
ら

物も
の

を
持
っ
て
先
に
進
む
人
々
を
示

し
、
わ
き
か
ら
助
け
る
こ
と
を
表
す
。

ふ
た
つ
の
お
の
と
宝
物
で
、
値ね

打う

ち
が

同
じ
物
を
あ
ず
け
る
こ
と
を
表
す
。

川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
る
才
と
貝
で
、

集
め
た
お
金
を
表
す
。

贊

は
ら
う

と
め
る

と
め
る

と
め
る

だ
す

は
ね
る

賞

賞15
【

】
シ
ョ
ウ

賞
品

入
賞

観
賞

賞
品
を
受
け
取
る
。

貝

左
下
へ
は
ら
う

商あ
き
な

い
を
表
す
商
と
貝
で
、
ほ
う
び
を
表

す
。

漢
字

【
部
首
】

画
数

読
み

練

習

筆　
　

順

字
の
成
り
立
ち

熟じ
ゅ
く

語ご

と
使
い
方

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

賛
・
質
・
賞
・
財

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

3

第

回
1

て
先助け

打う

ち。

贊贊

質質質質と

商あ
きす

。

Sa
mp
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mp
le賛賛

mp
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た

物物も
の

をを

し
、
わ
き

し
、
わ

ふ
た
つ
の
お
の
と
宝
物
で

た
つ
の
お
の
と
宝

同
じ
物
を
あ
ず
け
る
こ
と
を

物
を
あ
ず
け
る
こ

mpppppaSa
mp
l賛賛l賛l賛lllepl

め
る

SaSSSaSaSSaSSSa
mp
le

商
と
貝
で

商
と
貝
で



７

□
(1)

優ゆ
う

勝し
ょ
う

し
て

シ
ョ
ウ
キ
ン
を
も
ら
う
。

□
(2)

物
の

シ
ツ
リ
ョ
ウ
を
は
か
る
。

□
(3)

国
の

ザ
イ
セ
イ
を
担た
ん

当と
う

す
る
。

□
(4)

サ
ン
ビ
カ
が
聞
こ
え
る
。

□
(5)

カ
ン
シ
ョ
ウ
用
の
植
物
。

□
(6)

生
徒
の

シ
ツ
モ
ン
に
答
え
る
。

□
(7)

ザ
イ
ム
大
臣
の
職
に
つ
く
。

見
て
、
心
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)

次
の

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
も
ひ
ら

が
な
で
正
し
く
送
り
な
さ
い
。

□
(8)

大
会
の
ト
ク
ベ
ツ
シ
ョ
ウ
を
取
る
。

□
(9)

よ
い

ザ
イ
シ
ツ
で
で
き
た
机つ
く
え

。

□
(10)

作
品
へ
の

サ
ン
ジ
ョ
出
演
。

□
(11)

ザ
イ
サ
ン
を
ゆ
ず
る
。

□
(12)

徒
競
走
の

イ
ッ
ト
ウ
シ
ョ
ウ
。

□
(13)

ア
ク
シ
ツ
な
い
た
ず
ら
。

□
(14)

か
れ
の
提
案
に

サ
ン
イ
を
示
す
。

□
(15)

ブ
ン
カ
ザ
イ
を
保
護
す
る
。

□
(16)

新
曲
が

ゼ
ッ
サ
ン
さ
れ
る
。

さ
ん
せ
い
し
て
力
を
そ
え
る

さ
ん
せ
い
の
気
持
ち

(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(16)

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

賛
・
質
・
賞
・
財

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

4

第

回
1

う
。

送
り
が
な
も
ひ
ら

□

競
走

ツ
サ
ン

イ
を せ

い

Sa
mp
le

mp
epplmpmmmm

S
□□
((12)

□□
((131 )

ア
ク
ア

□
((14)

か
れ
の
提
案
に

か
れ
の
提



８

□
問
一

次
の
(1)
〜
(10)
の
各
文
の

線
部
の
二
文
節
は
、
ア
＝
主
語
・
述じ
ゅ
つ

語ご

の
関

係
、
イ
＝
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

・
被ひ

修
飾
の
関
係
、
ウ
＝
対
等
（
並へ
い

立り
つ

）
の
関
係
、
エ
＝
補ほ

助じ
ょ

・
被
補
助
の
関
係
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

(1)

こ
こ
に

一
枚ま

い

の

写
真
が

あ
る
。

〔　
　

〕

(2)

こ
れ
は

父
が

写
し
た

写
真
で

あ
る
。

〔　
　

〕

(3)

ホ
テ
ル
の

前
で

写
真
を

と
る
。

〔　
　

〕

(4)

実
物
と

写
真
を

見
比
べ
る
。

〔　
　

〕

(5)

宿
題
を

先
に

済す

ま
せ
て

お
く
。

〔　
　

〕

(6)

こ
の

イ
チ
ゴ
は

あ
ま
く
て

大
き
い
。

〔　
　

〕

(7)

こ
の

本
は

ま
だ

弟
に
は

早
す
ぎ
る
。

〔　
　

〕

(8)

母
の

言
う

と
お
り
に

や
っ
て

み
る
。

〔　
　

〕

(9)

赤
組
と

白
組
に

分
か
れ
て

戦
う
。

〔　
　

〕

(10)

も
う

す
ぐ

桜
も

さ
く
だ
ろ
う
。

〔　
　

〕
□
問
二

次
の
(1)
〜
(13)
の
各
文
か
ら
﹇　
　

﹈
の
関
係
に
あ
た
る
二
文
節
を
、
そ
れ

ぞ
れ
順
番
ど
お
り
に
書
き
ぬ
い
て
答
え
な
さ
い
。

(1)

白
い
花
が
校
庭
に
さ
き
ま
し
た
。﹇
主
語
・
述
語
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(2)

明
日
か
ら
冬
休
み
が
始
ま
る
。﹇
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(3)

父
と
母
は
旅
行
に
出
か
け
た
。﹇
対
等
（
並
立
）
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(4)

読
ん
で
い
た
本
を
閉と

じ
る
。﹇
補
助
・
被
補
助
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(5)

ぼ
く
は
こ
の
音
楽
が
好
き
だ
。﹇
主
語
・
述
語
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(6)

か
わ
い
た
冷
た
い
風
が
ふ
く
。﹇
対
等
（
並
立
）
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(7)

お
や
つ
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
て
あ
る
。﹇
補
助
・
被
補
助
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(8)

ね
む
い
だ
け
で
な
く
、
お
な
か
も
す
い
た
。﹇
主
語
・
述
語
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(9)

雲
が
ゆ
っ
く
り
空
を
流
れ
て
ゆ
く
。﹇
補
助
・
被
補
助
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(10)

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
と
て
も
高
価
だ
。﹇
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(11)

明
日
は
、
社
会
科
見
学
に
行
く
日
だ
。﹇
主
語
・
述
語
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(12)

む
ず
か
し
い
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。﹇
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(13)

赤
ち
ゃ
ん
は
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
す
る
。﹇
対
等
（
並
立
）
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

文
節
と
文
節
の
関
係

学
習
日

　
　
月

　
　
日

言
語
事
項

1

第

回
1

述
語

の
関
係
、

＝

か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答

る
。

(5)

か
わ

つ
は

け
で

空
を

て

社
会

12)

む Sa
mp
le

mp
〔〔

〕

〔〔

〕〕

〔〔

〕〕〕〕〕

(6(7)(7

お

(8)(8)

ね
む
ね

(9)

雲
が
ゆ
っ

雲
が
ゆ

〔

(10)(10)

ダ
イ
ヤ

ダ
イ
ヤ



９

□
問
一

次
の
(1)
〜
(10)
の
各
文
の

線
部
の
二
文
節
は
、
ア
＝
主
語
・
述
語
の
関

係
、
イ
＝
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
、
ウ
＝
対
等
（
並
立
）
の
関
係
、
エ
＝
補

助
・
被
補
助
の
関
係
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

(1)

教
科
書
は

ま
だ

新
し
く
て

き
れ
い
だ
。

〔　
　

〕

(2)

わ
か
ら
な
い

問
題
を

教
え
て

も
ら
う
。

〔　
　

〕

(3)

通
学
路
の

と
ち
ゅ
う
で

忘わ
す

れ
物
に

気
づ
く
。

〔　
　

〕

(4)

ぼ
く
の

消
し
ゴ
ム
は

机つ
く
え

の

中
に

あ
る
。

〔　
　

〕

(5)

親
切
に

席
を

ゆ
ず
っ
て

く
れ
た
。

〔　
　

〕

(6)

箱
の

中
に
は

白
い

紙
が

あ
っ
た
。

〔　
　

〕

(7)

ぼ
く
の

出
し
た

手
紙
は

届と
ど

い
た
だ
ろ
う
か
。

〔　
　

〕

(8)

兄
と

姉
は

二
人
と
も

中
学
生
だ
。

〔　
　

〕

(9)

あ
の

お
か
に

の
ぼ
れ
ば

海
が

見
え
る
。

〔　
　

〕

(10)

女
の
子
が

駅
前
で

立
っ
て

い
る
。

〔　
　

〕
□
問
二

次
の
(1)
〜
(8)
の
各
文
か
ら
﹇　
　

﹈
の
関
係
に
あ
た
る
二
文
節
を
、
そ
れ

ぞ
れ
順
番
ど
お
り
に
書
き
ぬ
い
て
答
え
な
さ
い
。

(1)

残
さ
ず
食
べ
る
に
は
量
が
多
い
。﹇
主
語
・
述
語
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(2)

手
前
の
窓ま

ど

が
開
い
て
い
る
。﹇
補
助
・
被
補
助
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(3)

電
車
と
バ
ス
が
同
時
に
発
車
す
る
。﹇
対
等
（
並
立
）
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(4)

か
け
算
な
ら
ぼ
く
の
弟
だ
っ
て
で
き
る
。﹇
主
語
・
述
語
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(5)

父
が
急
に
笑
い
だ
す
。﹇
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(6)

ふ
う
と
う
に
切
手
が
は
っ
て
あ
る
。﹇
補
助
・
被
補
助
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(7)

富ふ

士じ

山さ
ん

は
美
し
い
山
で
す
。﹇
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(8)

夏
休
み
に
は
、
海
や
山
へ
行
き
た
い
。﹇
対
等
（
並
立
）
の
関
係
﹈

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

□
問
三

次
の
(1)
〜
(4)
の　
　

の
文
節
を
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
二
つ
ず
つ
書
き

ぬ
い
て
答
え
な
さ
い
。

(1)

あ
の
店
は
、
近
所
で
も
評
判
の
す
て
き
な
パ
ン
屋
で
す
。

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(2)

早
朝
に
桜
の
並な

み

木き

道み
ち

を
散
歩
し
た
。

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(3)

た
な
に
置
か
れ
た
花
も
よ
う
の
つ
ぼ
は
、
母
の
旅
行
の
お
み
や
げ
だ
。

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

(4)

わ
が
家
の
ね
こ
は
、
ソ
フ
ァ
で
の
ん
び
り
ね
る
こ
と
が
好
き
だ
。

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕〔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

文
節
と
文
節
の
関
係

学
習
日

　
　
月

　
　
日

言
語
事
項

2

第

回
1

関
係
、
エ
＝

そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答

れ
い

う
。

く
。

〕

(5)

ふ
う

山さ

は〔

で
も

の
並
木き
み
ち

(3

た
な Sa

mp
le

mp
〔〔

〕

〔〔

〕〕

〔〔

〕〕

〔

〕〕〕

((7)(8)(8)

夏
休
夏

□
問
三
問
三

次
の
次
の
(1)(1
〜
(4)

ぬ
い
て
答
え
な
さ

い
て
答
え

(1)(1)

あ
の
店
は

あ
の
店
は


